
地図番号○○

筆界点　P（a，b）

筆界点　P（a，b）　を公共（日本測地系）座標（X，Y）へ変換する方法

※　変換後の計算結果「Y」は必ず「マイナス」になります。

※　昭和５７年度以前の調査地区のうち「北川副・巨勢東部地区」は公共座標（日本測地系）です。

筆界点の座標（a,b）は任意座標で、「χ」と「у」の座標は正しく記載されている。

計算式 変換後　X　＝　（　a　×　０．００５）＋（  χ　×　１０００）

変換後　Y　＝　（　b　×　０．００５）＋（  у　×　１０００）

平板の原点は、公共座標（日本測地系）であり、正しく表示されているが

筆界点の座標（a,b）は任意座標かつ、「χ」と「у」の座標が逆に記載されている。

計算式 縮尺　１／５００　地区の場合

変換後　X　＝　（（　b　－　１５００）÷２０）＋（  χ　×　１０００）

変換後　Y　＝　（（　a　－　１５００）÷２０）＋（  у　×　１０００）

縮尺　１／１０００　地区の場合

変換後　X　＝　（（　b　－　１５００）÷1０）＋（  χ　×　１０００）

変換後　Y　＝　（（　a　－　１５００）÷1０）＋（  у　×　１０００）

□　昭和５７年度以前の調査地区　（嘉瀬地区）　日本測地系へ座標変換

□　昭和５７年度以前の調査地区　（嘉瀬、北川副・巨勢東部地区以外）　日本測地系へ座標変換

地図番号○○の原点（χ，у）

地図番号○○

作成年度により表示が異なります。

昭５７年度以前に調査した地区のうち

「嘉瀬地区」、「北川副・巨勢東部地区」以外


